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①本部構内　駐車・駐輪状況現状確認図（案）
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②本部構内放置自転車等整理状況 

 

   

 放置自転車等整理状況                     （単位：台） 

区  分 
平成 22 年

度 

平成 21 年

度 
平成 20 年度 備 考 

整理作業対象台数 ５,４００ ５,６５０ ５,６８０ ※１ 

整理台数 １,２３９ １,１８８ １,１１５ ※２ 

 自転車 １,１７７ １,１５０ １,０８４  

 バイク(原付含む) ６２ ３８ ３１  

撤去台数 １,１７４ １,１５０ ９８４  

自転車 １,１７４ １,１５０ ９８３  

バイク(原付含む) ０ ０ １  

  ※１ 放置自転車等（バイク含む）整理作業時における台数（シール貼付数） 

  ※２ 放置車両整理時の台数（シール貼付２ヶ月後） 

 



③　平成20年度～平成23年度自転車の関わる事故等の一覧表（構内および構内近傍の路上のみ）

年
度

番
号

月 日
曜
日

事
業
場

部局名
災害の
種類

作業の種類
事故
の型

災害状況・傷病名 今後の対応（該当部局回答）
休
日
数

性
別

20 22 7 10 木
吉
田

東南アジア
研究所

労働災害 （H)その他
交通事
故

勤務時間内、学内を自転車で移動中、自転車同士でぶつ
かった･鼻等負傷

0 男

20 67 11 28 金
病
院

医学部附
属病院

労働災害 （H)その他
交通事
故

敷地内の地下道を自転車で走行中、対行してきた別の自
転車と接触し転倒した。右肘関節脱臼骨折。

3 男

21 6 4 23 木
吉
田

理学研究
科

労働災
害

（H)その他
交通事
故

別棟への物品納入確認のため自転車で移動中、不意に
飛び出してきた自転車と接触。転倒し全身強打。京大病院
にて受診し、右手小指と顎部位に擦り傷、右手首捻と診断
された。休業なし。

自転車に乗る際は安全運転を心がけ、前方をよく確認し、
スピードを出しすぎないようにする。

0 男

21 14 5 22 金
病
院

医学部附
属病院

労働災
害

（H)その他
交通事
故

南西病棟から外来棟へ自転車で移動中、ブレーキをかけ
たところ雨のためタイヤが滑り、地下通路に突入し、転倒
した。左膝骨折、打撲、切り傷。休業なし。

雨の日には自転車に乗らない。 0 女

21 60 12 1 火
吉
田

経済研究
所

労働災
害

（H)その他
交通事
故

勤務時間中、吉田構内附属図書館北東側の交差する四
つ角で、自転車で図書館北側通路を東向きに走行中、南
下してきた軽トラックの側面に衝突、転倒した。救急車で
病院に運ばれたが、意識もあり検査結果も異常はなく、頭
部にたんこぶができた程度である。休業なし。

業務遂行中の事故は誰にでも、どのようにでも起こりうる
ことであり、勤務に際しては充分気をつけなければならな
いということは、研究所採用時の安全衛生教育として、全
雇用者に対して行っていることである。今回の事故は、特
に業務内外を問わず日常起こりうるのと同様の危険が業
務中に起こったケースと言えるが、今後の雇い入れ時安
全衛生教育の際には、研究所の所員にこういった事例が
あったということを伝え、再発の防止に役立てたい。

0 男

22 40 8 2 月
吉
田

情報学研
究科

通勤災
害

（G）通勤･通
学時の事故

交通事
故

職員が駐輪場から自転車に乗り歩道へ出たところ、左側
から直進してきた自転車と接触、転倒し右半身を強打し
た。

駐輪場から歩道に出る際に一旦停止を行わなかったこと、
相手側の右側通行及び歩道上でのスピードの出し過ぎが
原因と考えられ、教職員に対して通勤時における注意喚
起を行う。

5 女

22 76 11 25 木
吉
田

理学研究
科

労働災
害

（H）その他 転倒
会議終了後、自転車に乗ろうとしたとき足を滑らせ転倒し
腰を強打した。（構内）

早く追いつこうとし冷静な判断ができなかったことが原因
で、時間の余裕を持つようにする。学内に注意喚起を呼び
かける。

0 男

22 103 2 18 金 桂
工学研究

科
学生災
害

（G）通勤･通
学時の事故

転倒
自転車で通学途中に持病の発作が起こり転倒した。（近く
の路上）

前日に服薬していなかったことが事故の原因と思われ、今
後服薬を忘れないことと今回の発作についても主治医と
相談し適切な対応を行う。

0 男

23 3 4 11 月
吉
田

産官学連
携本部

通勤災
害

（G）通勤･通
学時の事故

転倒
自転車で通勤途中、道路で転倒し負傷した。（近く
の路上）

始業時間に間に合うよう急いでいたことが原因で、
より安全なスピードで乗るようにする。

1 女

23 6 4 14 木
吉
田

工学研究
科

学生災
害

（H）その他
交通事
故

自転車で走行中、デリバリー車と衝突、転倒し
負傷した。

学生への交通安全指導の強化を検討し、対応策を
相談。学内の交通事故は全学としての対応が必要
であり、学生、出入り業者等に注意喚起の通知、掲
示等を行う必要がある。

1 女



③　平成20年度～平成23年度自転車の関わる事故等の一覧表（構内および構内近傍の路上のみ）

年
度

番
号

月 日
曜
日

事
業
場

部局名
災害の
種類

作業の種類
事故
の型

災害状況・傷病名 今後の対応（該当部局回答）
休
日
数

性
別

23 22 5 9 月
吉
田

生命科学
研究科

通勤災
害

（G）通勤･通学

時の事故
転倒

自転車で出勤途中に、自動車を避けようとしてガー
ドレールに衝突した。（近くの路上）

当人に対して安全運転に努めるよう注意し、研究科
内に安全運転を心がけるよう周知し注意喚起を行っ
た。

0 男

23 18 5 10 火
吉
田

薬学研究
科

学生災
害

（G）通勤･通学

時の事故
転倒

自転車で通学時に傘を右手ハンドルにかけて走行
中、傘が前輪のスポークにひっかかり転倒した。

自転車の走行について十分注意するよう指導する
とともに機会を見て研究科内に注意喚起を行う。

0 男

23 25 5 26 木 桂
工学研究

科
学生災
害

（G）通勤･通学

時の事故
転倒

授業を受けるため自転車で門に入った際、前輪に
傘がひっかかり転倒した。

授業開始時間が迫っており急いでいたことが原因
で、余裕を持って登校すること、自転車走行には十
分注意するよう指導した。

0 男

23 33 6 8 水
吉
田

施設部共
用施設ア
セットマネ
ジメントセ
ンター

通勤災
害

（G）通勤･通学

時の事故
交通事
故

駐車場へ入るため左折した際、後方から直進してき
たバイクが接触した。（入構時）

左折する際の後方への注意が散漫であったことと
バイク運転者の前方不注意が原因であり、左折す
る際は後方への注意を怠らないことと、事故につい
て部局内へ周知し注意喚起を行う。

0 男

23 34 6 6 月 桂
工学研究
科

学生災
害

（G）通勤･通学

時の事故
転倒

自転車で通学途中に人を避けようとして転倒した。
（入構時）

運転者の注意が十分でなかったことが原因で、工学
研究科附属環境安全衛生センターのセンター通信
に事例を掲載し注意喚起を図る。

4 男

年度

構内及び大学
周辺公道での
自転車事故件
数推移

H20 2
H21 3
H22 3
H23 7

0

1

2

3

4

5

6

7

H20
H21

H22
H23

構内及び大学周辺公道での

自転車事故件数推移



④本部構内駐車許可証発行枚数 

 

 本部構内駐車許可証発行枚数               （単位：枚） 

区  分 
平成 22 年

度 

平成 21 年

度 

平成 20 年

度 

一般入構・駐車許可証 ４１０ ３９０ ３９７ 

教職員 １６９ １６１ １６６ 

業者 ２４１ ２２９ ２３８ 

臨時入構許可証（1 日平均） ３７１ ４１４ ４２４ 

 教職員 １２０ １０７ ９９ 

 学生 ５９ ６７ ７７ 

 一般（業者含む） １９２ ２４０ ２４８ 

合  計 ７８１ ８０４ ８２１ 

   

  

 



⑤ 吉田キャンパス本部構内の現状（駐輪状況の過密な場所等）

自転車歩行者の過密な構内道路

駐輪状況の過密な場所

駐輪状況の過密な場所

構内交通事故発生場所

駐輪状況の過密な場所



⑥　工学部３号館北側Ｔ字路の通行状況

門 2011.5.19(木)10:15～10:33交通量

(単位：台、人)

自転車
（ミニバイ
ク含む）

バイク 人 車

① 143 0 27 2

② 15 1 5 3

③ 233 1 38 1

計 391 2 70 6

① ②

③



⑦ 駐輪状況写真 
50cm 

 

 

附属図書館北側① 

 

 

附属図書館東側① 

 

 

総合研究１号館東側① 

 

附属図書館北側② 

 

 

附属図書館東側② 

 

 

総合研究１号館東側② 

5m10台分 

40cm 
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総合研究２号館北側③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合研究２号館北側② 

 



⑧　学生教育研究災害傷害保険の支払い請求の一覧
単位（人）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

総請求件数 39 41 90 101 162

通学中事故等（内数） 3 4 13 12 10

施設間移動中の事故等（内数） 0 1 2 0 0

■注釈　

※平成２３年度は１１月末までに保険支払いのあったものまで。

※通学の事故等の請求要件は、下記の場合である。

入院１日より

外来通院回数7日以上



⑨　学生賠償責任保険給付事例
加入
年度

生協名 性別 大分類 中分類 交渉 事故状況 有無責 支 払 日 支払保険金

08 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で交差点に進入したところ、左方からきた相手
バイクが自転車に気付き、接触はしなかったが、転倒
して負傷。バイクも損傷した。

対人対物 09 11 25 366,616

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で交差点直進時、曲がって来た相手車両と接
触。ボンネットに乗り上げて下に落ち、相手車のナン
バープレートとボンネット付近に傷を付けた。

対物 10 04 30 171,750

06 京都大 女 日常生活 自転車事故 有

自転車で信号のない交差点で直進しようとした際、横
から来た自転車と接触して相手が転倒、負傷した。

対人 10 05 20 64,092

09 京都大 女 日常生活 自転車事故 有

夜、自転車で歩道を走行中、歩行者と接触して負傷さ
せた。

対人 09 10 23 337,123

09 京都大 男 日常生活 自転車事故

自転車走行中、やや前方で同方向に走行していた自転
車が左折をして、ブレーキが間に合わずに接触して負
傷させた。

対人 09 11 02 557,254

04 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、歩行者が道路に飛び出してきたため、
接触して負傷させた。

対人 10 02 23 366,577

08 京都大 共栄 日常生活 自転車事故

友人2名と自転車で走行中、1番後ろを走行していて対
向の自転車と衝突しそうになり、お互い同じ方向に避
けようとしたため、接触して負傷させた。

対人 10 02 01 27,077

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中に歩行者が飛び出してきて、接触し負傷
させた。

対人 09 09 29 883,240

03 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

右肩に荷物をかけて自転車走行していたところ、停車
中のタクシーと接触。車体を損傷させた。

対物 10 05 24 65,290

05 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

駐車場から歩道に自転車で出ようとした際、右方から
来た自転車と接触して負傷させ、自転車も損傷した。

対人対物 10 05 07 16,728

10 中京大 男 日常生活 自転車事故 有

雨の中を自転車走行中、傘をさしていたため前が見え
ず、駐車場から道路に出ようと停止中の自動車にぶつ
かり損傷させた。

対物 10 05 11 193,599

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、飲食店のドアにぶつかり、ガラスを破
損した。

対物 10 05 11 133,329

06 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で下校中、信号の有る交差点を右折しようとし
て斜めに進路変更した為、後方から来たオートバイと
接触。相手は転倒負傷し、オートバイも損傷した。

対人対物 10 05 12 89,901

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 無

細い路地を自転車走行中、前から自動車が来たため、
左に停車中の自動車の左側を通り抜けようとしたとこ
ろ、持っていたビニール袋が当たり、車体を損傷させ
た。 対物 10 05 20 111,878

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、コンビニから出てきた歩行者と接触し
て負傷させた。

対人 10 05 27 13,400

04 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、脇見をしていて駐車中の相手車両にぶ
つかり車体を損傷させた。

対物 10 06 18 102,573

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、車にぶつかり車体を損傷させた。

対物 10 06 30 185,000

08 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で横断歩道を渡ったところ、対向から右折して
来たバイクがよけるために転倒、負傷し、バイクも破
損した。

対人対物 10 07 30 168,564

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、少し脇見をしていたため車に気付くの
が遅れ、雨でタイヤが滑り避けきれずぶつかった。

対物 10 07 26 168,250

10 京都大 女 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、自動車と接触して損傷させた。

対物 10 08 09 3,324

08 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で走行中、トラックの陰から出てきた人と接触
して負傷させた。

対人 10 10 07 11,560



⑨　学生賠償責任保険給付事例
加入
年度

生協名 性別 大分類 中分類 交渉 事故状況 有無責 支 払 日 支払保険金

07 京都大 男 日常生活 自転車事故

自転車走行中、出合い頭で衝突。相手の確認は出来て
いたが相手が停止していたので踏み込んだところ、相
手も同時に踏み込んできて衝突し相手が転倒し負傷し
た。 対人 10 10 28 8,280

05 三重大 男 日常生活 水もれ事故 有

浴室のシャワーを出したまま忘れて寝てしまい階下に
水漏れ損害を与えた。

対物 10 10 19 403,550

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

信号のない横断歩道を自転車で走行中、脇から走って
きた自動車と出会い頭に衝突して損傷させた。

対物 10 10 01 54,551

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車を止める際、隣に止まっていた自転車に接触。
その自転車が倒れて更に隣に停車中の自動車に接触し
車両に損傷を与えた。

対物 10 10 01 84,045

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、右折した先で自転車と出会い頭に衝突
して負傷させた。

対人 10 11 16 134,533

07 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、信号待ちのタクシーを右側から避けて
右折しようとしたところ、左折して来たバイクと衝突
しそうになり互いにブレーキをかけたところ相手が転
倒し負傷、バイクも破損した。 対人対物 10 11 09 179,001

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車走行中、歩行者に接触して負傷させた。

対人 10 11 15 38,170

07 京都大 女 日常生活 自転車事故 有

自転車搭乗中、赤信号で道路を渡ろうとして、青信号
で進んできたオートバイと接触しそうになった。相手
が急ブレーキをかけ転倒し、打撲と擦り傷を負い、バ
イクも損傷した。 対人対物 10 12 17 267,499

08 京都大 女 日常生活 自転車事故 有

自転車直進中、病院入り口から走って出て来た歩行者
が、右方から来た別の自転車を避けようと出て来て接
触し転倒、負傷した。

対人 11 02 21 44,300

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で横断歩道を赤信号で渡ってしまい、左から来
た車両と接触し損傷させた。

対物 11 02 08 222,088

09 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で直進中に、右方から直進してきた自動車に気
付かず交差点に入り、気付いた時にブレーキをかけた
が間に合わず接触し損傷させた。

対物 11 03 03 194,000

06 京都大 男 日常生活 自転車事故 無

自転車で走行中、左路肩にタクシーが駐車していたた
め、タクシーの右側を通過した。その時手に持ってい
たビニール傘を前輪に巻き込み転倒し、タクシーに接
触し損傷させた。 対物 11 03 23 28,140

10 京都大 男 日常生活 自転車事故 有

自転車で走行中、荷物をたくさん積んで走行していた
ためバランスを崩し近くのピザ屋のバイク2台に倒れこ
み、損害を出した。

対物 11 03 28 38,020

34
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